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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】近年、切除困難な肺癌に対するラジオ波凝固療法（以下RFA）の有用性が報告されている。我々は兎正
常肺およびVX2肺腫瘍モデルのRFA後、microPET P4を用いたFDG-PETによる治療判定の有用性を検討した。 
【方法】14羽の日本白色家兎の正常肺のRFA後1日、1、2、4、8週群および腫瘍モデルの６羽の非治療群（V群）、
7羽のRFA１日後（Rd1群）、６羽のRFA１週後（Rw1群）のFDG-microPET撮像を行った。RFAはLeVeen Needle Electrode
にて焼灼した。FDG-microPETは早期相（40-60分）、遅延相（100-120分）を撮像、各群の腫瘍/筋肉比（TMR）を
とり、病理組織所見と対比検討を行った。 
【結果】正常肺RFA後にはリング状集積を認め、TMRは2.9 ± 1.0（± SD）（早期・遅延相）、3.3 ± 0.8（１
日）、4.1 ± 0.6、5.2 ± 0.9（１週）、4.1 ± 1.0、5.3 ± 1.5（２週）、3.1 ± 0.5、3.6 ± 1.1（４週）、
1.8 ± 0.1、2.3 ± 0.1（８週）であり、４週以降には1、2週よりTMRが有意に低下（p＜0.05）した。組織で
は集積部位は熱損傷による炎症細胞浸潤に一致した。V群のTMRは6.6±2.1、8.6±3.3であった。Rd1群のTMRは
0.8±0.4、1.1±0.7、Rw1群は1.2±0.5、1.5±0.7であった。RFA群のTMRはV群より有意に低く（p＜0.001）、
リング状集積部は組織で腫瘍は壊死し、残存腫瘍は認めなかった。RFA後の腫瘍周囲の集積のTMRは3.5±0.9、
4.4±1.2、3.9±0.7、4.7±1.2で、V群のTMRよりも有意に低値（p＜0.01）であった。組織では正常肺の熱損
傷によるものであった。 
【結論】RFA後のFDG-microPETによる治療効果判定は有用であった。 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
近年、手術非適応肺癌のラジオ波凝固療法（以下RFA）の有用性が報告されている。兎正常肺のRFA後のFDG-PET
と同時期の病理変化を検討した後、VX2肺腫瘍モデルのRFA後のFDG-PETによる治療判定の有用性を検討した論文
である。 
 方法は、兎正常肺およびVX2肺腫瘍のRFA後のFDG-microPET像を検討した。14羽の正常肺のRFA後１日、1、2、
4、8週群および腫瘍モデルの20羽の非治療群（V群、n＝6）、RFA１日後（Rd1群、n＝6）、１週後（Rw1群、n＝7）
の撮像を行った。FDG-microPETは早期相（40-60分）、遅延相（100-120分）を撮像、各群の腫瘍/筋肉比（TMR）
をとり、組織と対比検討した。 
 その結果、正常肺RFA後にはリング状集積を認め、TMRは2.9 ± 1.0（± SD）、3.3 ± 0.8（早期、遅延相）
（１日）、4.1 ± 0.6、5.2 ± 0.9（１週）、4.1 ± 1.0、5.3 ± 1.5（２週）、3.1 ± 0.5、3.6 ± 1.1（４
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週）、1.8 ± 0.1、2.3 ± 0.1（８週）で、４週以降には1、2週よりTMRが有意に低下した（p＜0.05）。組織で
は集積部位は熱損傷による炎症細胞浸潤に一致した。V群のTMRは6.6±2.1、8.6±3.3であった。Rd1群のTMRは
0.8±0.4、1.1±0.7、Rw1群は1.2±0.5、1.5±0.7であった。RFA群のTMRはV群より有意に低く（p＜0.001）、
組織で腫瘍は壊死していた。腫瘍周囲の集積のTMRは3.5±0.9、4.4±1.2（Rd1群）、 3.9±0.7、4.7±1.2（Rw1
群）で、V群のTMRより有意に低く（p＜0.01）、組織では周囲の炎症であった。 
 以上の結果から、正常肺RFA後のFDG集積は経時的に変化し、治療効果判定には、治療後４週以降にPETを施行
すること、さらにPETは肺RFA後の治療効果判定に有用で、遅延相が腫瘍と炎症の鑑別に役立つことを示した。 
 本研究は肺RFA後のFDG-PETによる効果判定が有用であることを示し、今後、臨床における肺腫瘍に対するRFA
治療効果の研究に貢献するものと考えられ、博士（医学）の学位を授与されるに値すると判定された。 
